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“今村公園"

替から町の名所として親しまれていだ今村公

闘が、昨年秋から町内の青年たちで組織してい

る伸森林業グルブの手で盤備され、今春は自然

豊かな美しい公園に生まれ変り、新緑のこずえ

から野鳥の鳴き声ガこだましています。
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けて

第
九
回
統
一
地
方
選
挙
を
し
め
く
く
る
町
長、

町
議
会
議
員
選
挙
は
、
わ
た

く
し
た
ち
の
最
も
身
近
な
選
準
と
あ
っ
て
、

有
権
者
の
一
漂
に
か
け
る
期
待
は

大
き
く
、
各
候
補
者
に
よ
る
激
し
い
選
挙
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
四
月
二
十

二
日
の
投
両
日
小
に
よ
っ
て
、
新
し
い
「
わ
が
ま
ち
の
代
表
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

四
月
十
五
日
告
示
さ
れ
た
町
長
選
挙

は
、
都
前
に
立
候
補
を
表
明
し
て
い
た

三
候
補
が
周
け
出
て
、
前
回
の
無
風
と

は
打
っ
て
変
わ
り
、
前
々
回

(四
十
六

年
)
並
み
の
三
つ
ど
も
え
の
争
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
議
選
挙
で
は
、
長
年
設
只
の

田
中
容
吉
氏
、
中
野
俊
雄
氏
、
米
山
他

一
氏
の
引
退
に
よ
り
、
新
人
六
人
、
元

一
人
、
現
十
五
人
の
計
二
十
二
人
が
立

候
補
し
、
前
回
同

様
の
激
戦
に
な
り

ま

L
P、。

各
候
補
者
と
も

述
目
、
肌
嫌
い
天

候
に
も
ま
け
ず
選

挙
カ
l
を
繰
り
出

し
利

一
杯
の
精
凶

政
兄
を
訴
え
る
街

印
刷
泊
説
も
投
烈
前

目
的
午
後
八
時
い

っ
ぱ
い
ま
で
激
烈

な
選
挙
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
.

つ
EF遺言霊霊園属事!Ji冨a・
町長、町議会議員決まる

信頼を

みの

:=重喜 i
有速候
権報補
者に者

町
議
会
議
長
に
今
野
伝
氏
(
再
)

副
議
長
は
高
島
千
三
氏
(
新
)

常
任
委
員
会
の
構
成
決
ま
る

的
u
我
#
寛
古
川

円

H

波
部
祐
治
、
笹
森
武
雄

他
聞
栄
判
州
、
大
越
藤
夫

マ
建
般
常
任
委
員
会

委

只

長

藤

村

徳

識

別
委
只
長
水
上
英
治

委

貝

日

下

昭

二

郎

、
中
野
三

郎
、
本
国

一
三
、
谷
田
隆
、
松
浦
武
雄

改
選
後
、
初
め
て
の
臨
時
町
議
会
が

五
月
七
日
聞
か
れ
、
新
し
い
正

・
副
議

長
や
各
常
任
委
只
町
議
会
柿
成
が
次
め

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

鰻

長

今

野

副
韓
長

商

品

マ
総
務
常
任
委
員
会

委

員

長

狭

間

副
委
只
民

委

ニF

一広f
 
一一一

H皐
日目

い町政を

屋盟
主E三端

決意を新たに

明る

l可今金町長

投
烈
率
は
、
男
九
四

・
六
三
%
、
女

九
五

三
四
%
で
合
わ
せ
て
九
五
%
と

先
目
的
知
事
、
心
幅
削
選
挙
に
比
べ
て
七

%
伸
び
、
み
な
さ
ん
の
附
心
が
高
か

っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

即
日
開
票
は
町
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
午
後
八
時
か
ら
始
ま
り
、
十
時
三

十
五
分
に
は
町
長
、
十
時
五
十
四
分
に

は
町
議
選
の
仲
間
耐
数
が
確
定
し
ま

L
P

、

各
立
候
補
者
向
得
烈
数
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
当
選
し
た
み
な
さ
ん
は
町

民
の
代
表
と
し
て
町
発
展
の
た
め
、

一

層
的
活
雌
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

V
町
長
選
挙
の
確
定
得
票

当

河
端

州
品
目
別
八
束
二
一
、
四
=
一
六

伊
藤
綱
義
臼
今
金

一
、
六
三
四

長
谷
川
敬
一
回
日
進
八
五
九

ヘ
布
効
投
荻
五
、
九
二
九
烈
J

一
無
効
投
政

三
三
挟
-

f
投
諜
総
数
五
、
九
六
二
票」

V
町
議
選
挙
の
確
定
得
票

当当

村

本

光

夫

日

田

代

三

六

六

徳

田

栄

邦

幻

本

町

三

五

O

今

野

伝

臼

未

広

町

三

四

九

渡
部
祐
治
犯
大
和
町

一
品
に

日
下
昭
二
郎

臼

花

石

三
一
二

湯

浅

秀

夫

お

旭

町

三
O
八

当当当当マ
産
業
常
任
委
員
会

委

只

長

泌

浅

秀

夫

副

委

長

長

広

沢

功

委
只
品
以
壬
ニ
、
村
本
光
夫
、

渡
辺
二
郎
、
石
川
正

守
蛾
会
運
営
委
員

中
野
三
郎
、
狭
間
勝
昭
、
徳
田
栄
邦

湯
浅
秀
夫
、
藤
村
徳
蔵

マ
桧
山
青
年
の
家
組
合
職
員

狭
間
勝
昭

マ
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
韓
員

本
国
一
三
、
徳
田
栄
郎
、
藤
村
徳
蔵

マ
桧
山
広
域
消
防
組
合
随
員

狭
間
勝
昭
(
敬
称
省
略
し
ま
し
た
)

日
々
に
新
緑
町
色
を
桝
す
こ
の
ご
ろ

町
民
円
み
主
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
消

栄
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
た
び
町
、
任
期
満
了
に
よ
る
町

長
選
挙
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
民
各

位
向
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
三
た

び
当
選
の
栄
に
浴
し
、
引
き
続
き
町
政

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
F冶

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
が
た
か
ら

帯
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
指
導
、
ご
支
援
の

賜
も
の
と
存
じ
、
心
か
ら
感
加
と
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
・

地
方
行
政
を
と
り
ま
く
旅
情
勢
は
、

極
的
て
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

決
意
を
新
た
に
し
、
初
心
に
か
え
っ
て

今
金
町
内
進
む
道
を
町
民
の
み
な
さ
ん

有権者世 投鼎者監 J量 伊ぽ 型宇
投票区名 前回

り』 女 間 !JJ 女 計 男 女 叶

l 英和l河 82 97 179 76 90 166 92.68 92.78 92.74 96.81 

2. lE 石 85 97 182 82 92 174 96.47 94.85 95.60 89.86 

3 中里 55 47 102 53 47 100 96.36 100.冊 98.04 93.86 

4 住吉 37 34 71 37 32 69 l回 .00 94.12 97.18 98.51 

5.極川 284 308 592 266 297 563 93.66 96.43 95.10 93咽16

6 奥樋川 8 10 18 8 10 18 100.00 l凹 .00 100.00 95.65 

7 八束 155 157 312 153 155 308 98.71 98.73 98.72 96咽23

8 金原 1" 164 308 142 157 299 98.61 95.73 97.08 97.45 

9 盟国 84 83 167 82 82 164 97.62 98.8ο 98.20 96ι3 

10. 1略l丘 178 194 372 159 169 328 89.33 87.11 曲 .17 91.28 

11 回避 31 29 60 30 27 57 96.77 93.10 95.00 96.92 

12. .セIンFIーE 812 890 1，702 762 854 1. 616 93.84 95.96 94.95 93.50 

13. 生場 988 1，114 2，102 932 1，061 1，993 94.33 95.24 94.81 93.44 

14 白石 53 56 109 53 54 107 100.00 96.43 98.17 97.41 

E十 2，996 3，280 6，276 2，835 3，127 5，962 94.63 95.34 95.00 93.89 

町議選挙投票数調町長
当当当当当当当当当当

渡
辺
二
郎
臼
雌

川

一
5
4

日

仏

千

三
曲

樋

川

三
O
四

本
田

一一一一
切

栄

町

二
九
四

中
野
三
郎
叫
八
束
二
八
八

狭
間
勝
昭
印
八
幡
町

二
六
六

松
浦
武
雄
印
末
広
町

二
六
四

水
上

英

治

則

鈴

金

二
五
八

大
越
藤
夫
民
団
代
二
五
二

円
我
荊
克
治
臼
神
丘
二
五

一

石

川

正

副

白

石

二
四
九

{云

公正な議会運営を

野メ〉、
--， 

町
民
的
皆
僚
に

御
挨
捗
を
申
し
上

げ
ま
す
。

過
般
の
統

一
地

方
選
挙
に
お
き
ま

し
て
は
今
金
町
議

会
級
以
に
当
選
の

栄
を
賜
り
.
五
月

今金町議会議長

と
と
も
に
見
極
め
、
生
活
と
生
産
が

制
和
す
る
盟
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
町
政
の
発
展
と
住
日
当
初
祉
の

附
進
に
献
身
し
、
町
民
の
期
待
と
信

頼
に
こ
た
え
る
た
め
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
特
に
本
年
度
は
、
中

学
校
統
合
校
合
同
新
築
間
保
病
院

用
改
築
工
事
を
中
心
に
各
舵
牛
車
を

計
画
的
に
取
り
進
的
、
健
全
財
政
を

堅
持
し
つ

¥

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
芯
慾
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
一
層
的
ご
理
解
の
も
と
に
、
日
」

指
導
、
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
#
位

向
ご
健
康
と
-
」
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
就
任
町
、
」
扶
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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当当当当

磯
村

徳
蔵

ω
八
怖
町

二
二
八

谷
田

峰
崎

神

丘

二
一
三

笹
森
武
雄
日
鈴
金
一
九
九

広

沢

功

日

盟

国

一
八
八

内
ヶ
島
隼
介
引

回
代
一
八
一

工
藤
栄
作
印
南
栄
町

二
ハ四

ヘ
有
効
投
烈
玉
、
九
コ
二
票
J

一無
効
投
票

三一

瑛
一

f
投
謀
総
数
五
、

九
六
二
梨
」

七
目
的
改
選
後
初
の
臨
時
町

議
会
で
、
不
肖
私
三
た
び
町

議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
・
械
に
限
り
な
い
光
栄

で
あ
り
、
こ
れ
ひ
と
え
に
町

民
皆
僚
の
御
支
持
内
賜
と
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
は
地
方
自
治
体
的
立
法
府
で
あ

り
、
会
議
に
よ
っ
て
町
政
の
重
要
事
項

を
蒋
議
決
定
す
る
機
関
で
あ
り
ま
す
の

で
そ
の
職
責
は
極
め
て
重
大
で
あ
る

こ
と
歩

M
感
し
て
お
り
ま
す
。

訟
は
町
民
各
位
向
代
表
で
あ
る
議
只

諸
私
的
ご
意
志
を
尊
重
し
、
議
会
が
公

正
に
し
て
然
も
円
情
に
巡
泊
さ
れ
る
よ

う
ま
こ
と
に
非
歳
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
日
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、町
民に
研

さ
ん
に
努
め
、
級
長
と
し
て
の
職
貸
遂

行
内
た
め
ベ
ス
ト
を
尽
す
こ
と
を
お
普

い
た
し
ま
す
。
ま
た
町
理
事
者
と
は
互

に
立
場
を
尊
毘
し
、
談
会
内
職
買
を
守

り
毅
然
た
る
態
度
で
世
論
に
お
こ
た
え

す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
産
業
締
進
上
に
お
い
て
も
、

更
に
は
地
方
行
財
政
に
お
き
ま
し
て
も

厳
し
い
時
代
を
む
か
え
て
お
り
ま
す
が
、

更
に
町
政
の
発
展
的
前
進
と
、

町
民
の

福
祉
増
進
の
た
め
‘
町
理
事
者
共
々

一

照
的
英
知
を
傾
け
て
努
力
を
重
ね
て
明

る
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
迎

4
す
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
町
で
、
今
後
共
町
民

皆
械
の
御
型
解
御
協
力
と
ご
べ
ん
た
つ

を
お
願
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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美利河ダム

りの拠点、・…多目的ダム

昭和60年度完成をめざす

新しい町づく

みます。当面は英利f日I住民の立ち退吉補

償問姐を中心、に生活再建対策が最大の焦

点となり ますが、ダム誕生とともに英利

河地区の新しい町っくりはどのようなも

のなのか、国と町の計四をさぐってみま

しょ う。

国がi昭和44年に英利河の後志利別川上

流に建設を計画しました多目的ダムが、

いよいよ本年度から工事が着工されるζ

とになり ました。

これによリ、 71戸の民家をはじめ英利

河小中学校など市街地の大半が湖底に沈

総
事
業
費
一
ダ
ム
え一一

会百
一-
2十
さ億
早円

後
志
利
別
川
は
今
金
、
北
桧
山
、
瀬

棚
三
町
に
ま
た
が
る
延
長
約
九
十
J
の

水
抗
些
か
な

一
級
河
川
で
、
多
く
の
支

流
を
抱
え
、
こ
の
恩
恵
で
流
域

一
部
は

道
南

一
の
産
出
量
を
誇
る
米
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
住
吉
上
流

一
市
で
は
過
去
何
回
も
川
が
は
ん
ら
ん
、

特
に
昭
和
凶
、
七
、

三
十
六
i
八
年
に

は
死
傷
者
を
出
す
大
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ダ
ム
建
設
は

本
町
流
域
住
民
町
長
年
内
悲
願
で
、
昭

和
凶
十
四
年
以
来
、
日
午
捌
泊
エ
を
製
附

し
て
い
た
も
の
で
す
。

ダ
ム
本
体
の
建
設
場
所
は
、
英
利
河

柿
を
中
心
と
し
た
後
志
利
別
川
本
流
で

支
流
の
ピ
リ
カ
ベ
ツ
川
、
ニ
セ
イ
ベ
ソ

川
、
チ
ュ
ウ
シ
ベ
ソ
川
町
合
流
す
る
と

こ
ろ
で

(左
記
写
真
参
照
)
‘
美
利
河

部
落
八
十
四
世
帯
町
、
フ
ち
七
十

一
世
帯

と
英
利
河
小
中
学
校
福
祉
会
館
、
消

防
地
設
な
ど
が
水
没
す
る
ほ
か
、
民
有

地
百
六
十
八
F

仁川
、
間
有
林
凶
+
七
子山

全
体
で
二
百
十
五
戸川
の
建
設
用
地
の
必

要
性
に
よ
り
、
美
利
河
市
街
地
一
新
は

完
全
に
"
湖
底
の
村
u

に
な
り
ま
す
。

四
十
凶
年
度
剖
回
以
来
、
十
ヵ
年
で

五
億
九
千
万
円
を
投
入
、
実
施
計
画
制

査
を
す
ま
せ
、
本
年
度
は
五
億
円
の
事

業
費
で
道
路
付
替
工
事
に
治
手
、
地
質

②
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
ダ
ム

地
占
下
流
向
山
仙
川
和
及
び
維
持
用
水
町
不

起
用
水
に
対
し
て
ダ
ム
サ
イ
ド
最
低
水

位
標
高

一一

O

八
幻
か
ら
棉
日

一一

四
幻
聞
の
容
量
二
百
五
十
立
方
れ
の
う

ち
五
万
立
方
灯
を
利
用
し
て
補
給
す
る
。

③
か
ん
ガ
い
用
水
利
別
川
地
区
、
今

金
東
部
地
区
町
三
千
五
百

C
町
民
地
に

対
し
て
、
か
ん
が
い
則
平
崎
毎
秒

一
立

方
H

川
、
最
大
三

凹
立
方
幻
の
か
ん
が

い
用
水
の
補
給
を
行
な
い
、
安
定
し
た

調
査
と
補
償
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
.
総
事
業
資
は
二
百
三
+
億
円

膨
大
な
費
用
を
投
入
、
本
部
工

か
ら
七
ヵ
年
計
画
を
も
っ
て
六

十
年
度
に
完
成
す
る
計
画
で
す
。

建
設
計
聞
に
よ
り
ま
す
と
、

ダ
ム
の
刷
」式
は
、
コ

ン
ク
リ
ー

ト
、
ロ

y
ク
フ
ィ
ル
複
合
型
ダ

ム
と
い
い
、
道
内
で
は
初
め
て

の
試
み
、
堤
同
は
三
十
四
い川
、

え
ん
同
悼
の
長
さ
は
千
六
百
四
十

五
H
M

で
日
本

一。

こ
れ
は
号
ヲ

配
が
ゆ
る
や
か
な
山
あ
い
の
地

形
を
選
ん
だ
た
め
、
基
礎
的
堅

い
山
側
的
場
所
は
コ
ン
ク
リ
l

ー
の
え
ん
駐
を
泣
り
、
平
野
沿

い
の
え
ん
吸
は
石
を
秘
み
上
げ
、

二
つ

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
ダ
ム
。
え
ん
堤
の

う
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
が
七
百
五

μ

(持
取
一附

μ六
M
M
)

‘ロ

y
ク
フ
ィ
ル
部

分
が
九
百
凶
↓

μ
で
す
。

貯
水
池
の
集
水
面
相
は
百
十
五
平
方

J
、
融

(
た
ん
)
水
面
積
は

一
・
八
五

平
方
J
に
及
び
、
総
貯
水
容
量
は

一
千

八
百
万
立
方

μ。
有
効
貯
水
谷
誌
は

一

千
凶
百
五
十
万
立
方
幻
で
、
ダ
ム
の
規

艇
と
し
て
は
中
ク
ラ
ス
と
い
、
フ
。

一
方
、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
の
効
柴

水
源
的
碓
保
を
図
る
。

④
発
電
後
志
利
別
川
総
合
開
発
計

画
に
よ
っ
イ
品
千
比
さ
れ
る
多
目
的
ダ
ム

に
付
随
し
、
新
た
に
美
利
河
宅
み
附
を

建
設
す
る
。
美
利
何
発
屯
所
は
、
ダ
ム

直
下
に
新
設
さ
れ
る
ダ
ム
水
路
式
発
泡

所
で
、
川
水
池
布
効
官
廿
nh
一
千
四
百
E

十
万
方
方
幻
を
利
用
し
て
.
位
大
使
用

水

HMl
毎
秒
十
二

六
立
方
M

川、
役
大

有
効
落
差
三
八

・
五
H
M

か
ら
最
大
出
力

四
千
J
ワ
y
!
の
発
屯
を
行
な
う
。

生
活
再
建
対
策
を
重
点
に
推
進

こ
う
し
た
国
料
危
制
に
よ
る
大
規
棋

な
ダ
ム
計
画
に
対
し
て
、
本
年
住
み
立

れ
た
生
活
の
本
拠
地
か
ら
立
ち
退
き
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
地
元
美
利
河
で
は
、

凶
+
八
年
に
ダ
ム
対
策
協
議
会
(
広

m

俄

一
会
長
)
を
殻
也
、

，先
進
地
仰
の

ダ
ム
周
辺
良
村
な
ど
を
税
務
す
る

一
方

‘美利河ダムのおいたち砂

後志利別11流鼠一樹立、地昧肥沢と気

候温頗のため、明治末期ガら昭和の初期

にかけて開拓良民ガ続々と入殖し、農耕

地として発展してきまし疋。当時I<J:治水

事業としては見るべきものはなく、昭和

初期に相次ぐ大洪水!と見境われた結果、

昭和9年に第期工事として築堤や水路

開削l己着手し定。

その後、 一級河}IIIこ指定され芝のを契

機に治水計画の再綾討を行ない、 住吉か

ら上流の河道の流下能力不足、下流の築

提の進路によるヨ1堤等の困難さから、上

流の美fU河地点にタムを設けて洪水を防
除する治水計画を昭和44年に決定し、だ

だちにタムの調査に着手しまし定。

万、当地獄は、農業用水ガ高度に開

発され漂流枯渇の状態であるだめ深水か

んがい、 畑地かんガい等の農業近代化の

だめの水源はタムにより確保する必要が

あります。ま疋近年石油エネルギ 危機

により、水力エネルギの開発促進ガ重

要視され、後志利別11水系には発電所万

一ケ所もなく発電の目的を育するタムの

建設も強く望まれています。

このような状況の中で美利河タムは、

後志手閉山11の美利河地究に多目的タムと

して建設するもので、国営直穏による後

志利用山11総合開発の 環を怠すものです。

町
も
町
長
を
本
都
K
と
す
る
美
利
河
ダ

ム
対
策
本
部
を
世
い
て
、
水
没
山間
係
者

向
生
活
再
建
対
策
に
万
全
を
則
し
て
い

ま
す
。
昨
年
十
二
月
下
旬
に
は
、
函
館
附
建

か
ら
す
で
に
、
水
没
関
係
者
会
戸
に
土

地
倒
的
北
部
を
含
む
い

っ
さ
い
の
引
失

補
償
法
制
叫
が
従
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

な
ん
と
い
っ
て
も
問
題
は
水
没
補
似
桁仙

の
解
決
如
何
が
ダ
ム
処
訟
の
成
涯
を
決

す
る
も
の
主
だ
け
に
、

今
後
町
制
似
交

渉
が
最
大
内
保
山
に
な
っ
て

い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
補
償
の
終
局
の
目
的

は
被
制
償
者
の
限
状
回
復
な
い
し
生
活

的
安
定
と
い
う
こ
と
か
ら
、
財
産
怖
の

補
償
の
ほ
か
に
、
立
ち
迅
き
住
民
へ
の

生
活
再
建
対
策
を
量
点
に
推
進
し
ま
す
。

①
生
活
再
建
措
置

マ
代
管
農
地
の
あ
っ
せ
ん
民
業
経
営

者
に
対
す
る
生
活
同
組
悦
也
の
っ
ち
. 越流部標準断面図
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-/' 

l却

は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
目
的
ダ
ム
の
効
果

①
洪
水
調
節

洪
水
倒
的
は
洪
水
期
間

(七
月
i
十
月
)
に
お
い
て
、
ダ
ム
サ

イ
ド
夏
期
洪
水
制
限
水
位
椋
尚
一
一
回

幻
か
ら
慌
時
満
水
位
一
二
三
山
内
聞
の

答
品
一
千
二
百
万
立
方

μ
を
利
用
し
て

ダ
ム
サ
イ
ド
刑
画
高
水
町
ピ
ク
流
五

毎
秒

一
千
立
方
H
M

の
ヲ
ち
六
百
五
十
立

方い
引を
拘
節
し
、
下
流
の
水
害
を
防
除

す
る
。

基
本
と
な
る
の
は
民
地
の
取
得
で
す
が

水
没
周
辺
に
お
い

て
は
合
理
的
な
官
民

が
山
来
る
ま
と
ま
っ
た
而
仙
の
縦
保
は

闘
鰍
な
現
況
に
あ
る
た
め
、
町
は
東
部

地
区
内
国
川
市
尉
地
開
発
事
業
等
を
計
画

し
、
未
叫
位
地
の
改
良
を
図
り
ま
す
。

マ
代
替
宅
地
の
あ
っ
せ
ん

ダ
ム
問
辺

は
丘
陵
地
借
で
移
転
泊
地
は
必
然
的
に

限
定
さ
れ
し
か
も
狭
あ
い
な
た
め
水

没
対
釜
お
移
転
希
望
に
よ
り
、
貯
水

池
周
辺
に
移
転
用
地
的
造
成
を
由
る
。

マ
代
替
建
物
の
あ
っ
せ
ん
机
夜
、
借

家
、
公
悩
住
宅
入
院
者
及
び
住
宅
老
朽

の
た
め
再
処
で
き
な
い
方
々
の
意
向
に

よ
り
、
公
首
住
宅
を
建
設
す
る
。

マ
聴
業
の
あ
っ
さ
ん

代
杯
決
池
町
取

得
雌
に
よ
り
‘
ロ
金
品力
働
者
へ
向
転
換

を
A

仰
望
す
る
方
に
は
、
職
業
紹
介
、
あ

っ
せ
ん
な
ど
適
正
な
相
談
に
応
じ
る
。

マ
各
種
相
鍛
燥
地
、
宅
地
、
住
括
的

取
併
に
川附
す
る
も
の
、
白
川
口
説
者
向
移

転
先
円
相
談
、
住
宅
、
応
舗
の
建
築
設

計
相
談
、
そ
の
他
相
続
、
登
記
、
税
を

ど
‘
移
転
者
に
伴
う
各
陣
相
談
を
行
う
。

②
地
元
住
民
の
生
活
安
定
対
策

マ
農
業
経
営
英
利
河
地
区
は
‘
地
形

気
象
、
地
味
等
よ
り
主
体
が
酪
民
経
営

で
あ
り
、内
同
地
の
保
有
合
理
化
が
基
本

な
の
で
、
水
没
民
家
向
山
叫
地
の
あ
っ
せ

ん
な
ど
に
つ
い
て
は
特
に
政
説
委

μ

会
の
協
力
、
指
却
を
得
て
取
り
逃
め
ま

す
。
ま
た
、
酪
州
民
経
百
円
近
代
化
を
促

進
す
る
た
め
、
動
力
屯
気
を
噂
入
し
バ

ル
ク
ク
ウ
ラ
に
よ
る
品
質
的
保
持
と

( 5 ) 



労
働
力
的
行
力
化
キ
歯
る
。

マ
観
光
関
連

ダ
ム
に
よ
る
環
境
内
変

化
、
そ
れ
に
件
う
生
活
の
変
化
は
、
将

来
に
わ
た
っ
て
は
不
雌
定
な
偲
出
し
維

い
袈
紫
が
多
い
が
、

一
般
的
に
ダ
ム
が

造
成
さ
れ
る
地
域
は
観
光
地
と
し
て
の

要
紫
を
も
つ
こ
と
が
多
い
。
特
に
美
利

河
町
場
合
は
、
尖
利
河
川
氏
を
含
む
美

利
河
二
股
向
然
休
旋
林
、
山
川
牧
、
英
利

河
梢
断
道
路
、
カ
ニ
カ
ン
岳
が
あ
り
、

そ
れ
に
ダ
ム
周
辺
の
緑
の
美
し
い
一
帯

に
前
ら
か
な
人
造
湖
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
.
新
し
く
飢
允
製
繋
が

伴
う
地
域
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
観
光
的
条
件
を
活
用
す
る
こ
と
が
地

元
民
に
と
っ
て
木
続
性
の
あ
る
宇
活
再

建
の

一
助
と
も
な
り
、
地
域
住
民
の
共

通
側
、
共
有
性
の
あ
る
地
域
ぐ
る
み
の

新
し
い
生
活
の
し
か
た
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
町
は
こ
の
白
蛇
環
境
を
更
に
拡

充
す
る
た
め
に
観
光
レ
ク
リ
エ

l
y
ョ

ン
等
の
施
設
を
計
画
控
備
す
る
@

マ
労
働
力
の
振
興

美
利
河
地
区
に
埋

蔵
さ
れ
て
い
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
は
.
内
牌
業

務
産
、
環
境
衛
生
而
等
広
い
利
用
価
値

が
あ
る
の
で
、
地
場
資
源
を
活
用、

企

業
化
し
て
労
働
力
向
振
興
を
図
り
た
い
。

③
実
利
河
地
区
の
新
し
い
環
境
整
備

長
い
歳
月
を
経
て
築
き
あ
げ
た
生
活

法
館
か
ら
立
ち
退
き
、
新
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
地
元
住
民
の
犠
牲
は

並
み
な
み
な
ら
ぬ
も
町
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
‘
町
は
地
元
に
鎚
制
し
て
も

ら
う
に
足
り
る
だ
け
の
環
境
撃
備
に
万

全
を
期
そ
ヲ
と
、
現
在

「美
利
河
ダ
ム

水
源
地
域
務
備
計
図
」
と
し
て
次
の
よ

、
つ
主
卒
業
を
推
進
し
ま
す
。

マ
土
地
改
良
事
禦
今
金
取
都
圏
常
民

地
開
発
卒
業
に
よ
り
英
利
河
地
区
未
叫
民

地
の
股
用
地
造
成
を
行
、
ヲ
。

ダム建設に望む

尖利iiiTダム主II設は、干11

別川流域内家屋や土地を

河川氾慌による被告から
米山健

司るため、今から約20年

位jiijから今金、北桧山、瀬棚町3町による

連名て-'yム建J止を主1!政省へ帥f)'iLてきたも

のです.長年町願'ifIがみのり、今年設7n工
の込gUになりま Lた。
こ円た的、ダム建設によって美干11阿部部

は家屋移転、土地町水没等による立ち退き

といった大きな犠牲を姐Iいられ、また、部

部再建という亜大なqfl旧を迎えています.

英利ilir部落は、これに対して郁子高金正iで

ダム対策協議会を結成し、今後円対策を協

議したり、各組袈望を町長を通じて m~発向

に提案してきました.

計画i調査とともに現地説明会や話し合い

が聞かれてはきましたが最近、一部町回答

英利河

• 

マ
道
路
整
備
事
業

水
没
付
替
補
償
に

伴
い
国
道
道
々
島
牧
美
利
河
線
、

町

道
美
利
河
線
、
也
泉
似
の
整
備
を
行
う
。

マ
簡
易
水
道
盤
備
事
業
災
判
河
内
水

没
移
転
者
側
速
で
地
区
一
円
の
簡
易
水

道
施
設
を
新
設
す
る
。

マ
宅
地
造
成
事
業

ダ
ム
に
伴
う
水
没

者
の
移
転
先
と
し
て
住
宅
団
地
的
造
成

を
行
、
-

V
公
営
住
宅
建
般
事
業

マ
公
民
館
盤
情
事
業

美
利
河
福
相
会

館
内
機
能
回
復
を
図
る
施
設
の
建
設
。

マ
義
務
毅
育
施
股
水
没
移
転
に
伴
い

充
実
し
た
校
舎
教

μ住
宅
を
袋
叫
す
る
。

マ
消
防
施
叡
蓋
備
事
業

マ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

湖
岡

一
周
町
道
路
盤
備
と
共
に
、
キ

ャ
ン
プ
場
、
小
公
凶
、
ス
キ
l
場
等
肉

強
怖
を
行
、
-

V
貯
水
池
周
辺
の
緑
化
整
備
事
業

を凡ても私たち部部内甚~:担とは大きな起が

あります. もちろん私どもの条件をi両度に

実現するには大変なことだと且れ、ますo L 

かし、 )<fll河部訴はダム挫訟による怯答者

だといっても過言ではないと思うのです.

このことを充分考慮して別き 、地元住民的

各自!f[製盟'1'取を、完全に笑視されるニとを
jgJj守Lておリます.これにより、地元住民
のほとんどが地元にとどまり、新L(1m売
さ札るダムによる新Lい部滞づくりに、力

強い和訟を持ってあ印みはじめているので

すか句 。
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[開
段

・
運
営
〕

ネ
ズ
ミ
請
を
聞
い
た
り
、
一
歩
口
し
た

者
は
、
三
年
以
上
向
懲
役
、
ま
た
は
三

百
万
円
以
下
町
出
金
で
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
こ
れ
ら
懲
役
と
間
金
が
併
科

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〔勧

誘

〕

ネ
ズ
ミ
識
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘

し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
円
前
金
に

な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
職
業
的
に
勧

誘
し
た
者
に
つ
い
て
は
附
も
虫
く
、
一

年
以
下
町
懲
役
、
ま
た
は
三
十
万
円
以

下
町
納
金
と
な
り
ま
す
。

5月11自

主主

運
営

• 
勧
誘
は

開
設
• 
処
罰
さ
れ
ま
す

「
二
十
万
円
出
す
と
‘
五
十
倍
以

上
に
な
っ
て
返
っ
て
き
ま
す
よ
」

ー

な
と
と
い
う
甘
い
さ
さ
や
き
と
巧
妙

な
手
口
で
ま
た
た
く
間
に
全
凶
に

ま
ん
延
し
た
ネ
ズ
ミ
崎

大
切
立
砂
虎
の
子
。
は
も
と
よ
り

加
入
を
働
時J
し
た
友
人
や
税
飢
に
も

大
き
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た、

な
ど
の
悲
劇
が
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
な
く
す
た
め

先
的
臨
時
国
会
で

「無
限
述
州
削
減
の

防
止
に
閃
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ

ネ
ズ
ミ
舗
が
全
面
的
に
祭
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
四
年
五
月

十
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
に
は
、
次
め
よ
う
な
例
則

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ネズミ誘

-./ 

職
業
的
勧
誘
は

三
十
万
円
以
下
の
罰
金

川
阿
川

-
圃
・
・
【
国
際
児
童
年
と
は
凶
圃
・
・
・

国
連
で
「
児
童
権
利
宣
言
L

が
採
択
さ
れ
て
が
ら
、
こ
と
し
で
ち
ょ
う
ど

二

十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

こ
と
し
を
「
国
際
児
童
年
」

と
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

砂
子
供
は
民
族
の
宝
、
世
界
の
宝
。
と
い
う
考
え
方
に
た
っ
て
、
国
際
児
童

年
を
機
に
児
童
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
い
ま
子
供
た
ち
が
ほ
ん
と
う

に
幸
せ
な
の
か
ど
う
か
、
子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
は
こ
れ
で
い
い
の

か
、
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
関
心
在
高
め
な
が
ら
子
供
た
ち
の
真
の
幸
せ
に
つ
い
て

皆
ん
な
で
考
え
よ
う
、
と
い
う
事
な
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
わ
た
し
た
ち
は
子
供
た
ち
の
世
界
を
直
視
し
、
そ
の
あ
り
の
ま

ま
の
姿
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
親
子
関
係
の
あ
り
方
を
見
い
だ
し
た

い
も
の
で
す
。

国際児童年1979

西
ド
イ
ソ
で
の
誌
で
す
。

公
園
内
ベ
ン
チ
で
、
お
母
さ
ん
が

編
み
物
を
し
て
い
る
||
そ
ば
で
遊

ん
で
い
た
干
供
が
、
い
つ
の
間
に
か

一
人
歩
き
を
し
て
、
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
で
、
何
か
ワ
ル
サ
を
し
た
の
で

他
人
の
子
供
も
し
か
ろ
う

し
よ
う
。
嗣
み
か
け
を
わ
き
に
世
い

た
母
親
は
、
ツ
カ
ッ
カ
と
子
供
の
と

こ
ろ
に
歩
み
寄
っ
て
ひ
と
言
注
意
し

た
あ
と
、
そ
ば
に
い
た
年
配
の
男
性

に
「
な
ぜ
、
し
か
つ
て
く
れ
な
い
の

で
す
か
」
と
、
強
い
口
調
で
い
っ
た

と
い
う
の
で
す
。

わ
が
子
へ
の

愛
を
世
界
向

ど
の
子
に
も

こ
れ
は
、
国
際
児
金
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
す
が
わ
た
し
た
ち
は
自
分

の
子
も
‘
よ
そ
の
子
も
、
同
じ

n
社

自主
キ'l:1;1 
会
グ) 1，1 
子分
H グ〉

で子
あで
りあ
‘る 1
わと 1
たと i

(7) 

ヨ「:

(
山
山
川
町
山
一
一
融
制
時
)

誠

司

会
的
一

n
H
e
と
し
て
接
す
る
こ
と
の

で
き
る
‘
分
け
へ
だ
て
の
な
い
愛
情

を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

わ
た
し
は
、
そ
の
乎
始
め
と
し
て

「他
人
的
子
供
も
、
向
分
の
干
供
と

同
じ
よ
う
に
し
か
ろ
う
」
と
い
う
こ

と
を
提
叫
し
た
い
の
で
す
。



総理府世論調査

「子供のな識」からを探る

子供たちは・・・・・.いま、

5月 5巴は子供の目。

いま、子供定ちは、何を考え、どん怠将来の希望を持って勉強/2:、遊びに、毎日の生活を

送っているのでしょうか。

昨年、総理府ガ全国の小学5、 E年生と中学生を対象に行つだ世騎調査「子供の意厳J を

もと巳、子供たちの、、山の風景、を探ってゐました.

勉
強
・
進
学
・
自
分
の
将
来

子
供
た
ち
は
、
日
ご
ろ
ど
ん
な
こ

と
で
悩
ん
だ
り
、
心
配
し
た
り
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
@

子
供
た
ち
の
胸
骨
川
め
る

n
三
大

悩
A
N
と
で
も
い
う
べ
き
心
配
ご
と

は、

一
に
「
勉
強
の
こ
と
」

二
に

「
進
学
(
受
験
)
の
こ
と
」

、
三
に

「山
H
分
の
将
来
の
こ
と
」
と
主
っ
て

い
ま
す
.

こ
れ
を
学
年
別
に
見
ま
す
と

「
い

ま
凶
っ
た
り
、

心
配
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
」
と
の
川
い
に
.
小
学
校
』
、

六
年
生
で
は
二
二
%
が
「
勉
強
の
こ

と
」
を
あ
げ
、

中
学
生
で
は
四
五
%

が
寸
進
学
(
受
験
)

L

と
答
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
に
次

f
H悩
み
ω

と
し
て

小
学
生
は
「
向
分
的
将
来
」
(一

五

%
)

「進
手
(
受
験
)
の

こ
と
」

(
一
一一
一%
)

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
中
学
生
に
な
り
ま
す
と

「勉
強
」
三
九

%
、

「自
分
の
将
来
」

二
八
%
と
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
セ
ン
テ

ー
ジ
が
高
く
な
り、

J

二
大
悩
A
U

は
高
学
年
に
な
れ
は
な
る
ほ
ど
深
刻

に
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。ち
な
み
に
、
中
学
三
年
生
で
は
、

約
七
割
が
「
進
学
(
受
験
)
L

問
題
で

頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
で
は
、
小

-
中
学
生
を

合
わ
せ
た
全
体
で
「
お
こ
づ
か
い
の

こ
と
」
の
二
O
%
に
次
い
で

「友
だ

ち
の
こ
と
し
寸
健
康
の
こ
と
」
が
そ

れ
ぞ
れ

一
三
%
と
就
き
、
「
父
母

の
こ
と
」(
八
%
)
は
七
番
目
に
や
っ

と
阪
を
出
し
て
い
ま
す
.

J

7
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き
」

子
供
た
ち
が
寸
楽
し
い
と
思
う
」
の

は
、
何
を
し
て
い
る
と
き
で
し
ょ
う
か
。

学
校
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
勉
強
か
ら
、

d
帥
肱
。
さ
れ
て
リ
ラ
ン
ク
ス
す
る
干

供
た
ち
の

n
素
顔
。
は
と
い
う
と

l
。

小

・
中
学
生
全
体
で
み
ま
す
と
、
約

半
数
の
四
八
%
が

「テ
レ
ビ
を
凡
て
い

る
と
き
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

次
い
で

「友
だ
ち
と
い
る
と
き
」
が

• 

四
四
%
、
「
ス
ポ

l
y
を
し
て
い
る
と

き
」
が
三
六
%
と
続
い
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
.

J

テ
レ
ビ

i
友

だ

ち

ス

ポ
l
y
e
が

「楽
し
い
と
き
」
の
ベ
ス

ト

-
ス
リ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
に
み
ま
す
と
、
主
千
円
場
合

は、

「
ス
ポ

1
yを
し
て
い
る
と
き
」

が
叩
向
性
的
凶
七
%
に
比
べ
て
二
五
%
と

少
な
く
、
逆
に

「友
だ
ち
と
い
る
と
き
」

が
四
七
%
で
男
子
の
凶
一
%
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

女
子
で
は

「
マ
ン
ガ
円
本
を
比
て
い
る
と
き
」
や

「趣
味
や
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
と
き
」

な
ど
が
、
明
子
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま

す。
小
学
生
と
中
学
生
の
比
較
で
は
「
友

だ
ち
と
い
る
と
き
』
は
小
学
生
に
多
く

「音
楽
や
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
と
き
」

は
中
学
生

に
多
い
の

が
目
立
ち

ま
す
。

平
問

2
時
間
出
分
テ
レ
ビ
を
見
る

学
校
に
行
っ
て
い
る
以
外
の
時
間

を
、
子
供
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
使
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
.

ふ
だ
ん
の
目
的

一
日
平
均
を
比
ま

す
と
、テ
レ
ビ
を
男
る
二
時
間
二
十
五
分

勉
強
す
る
一
時
間
三
十
六
分

遊
ん
で
い
る
一
時
間
五
十
分

と
な
っ
て
い
ま
す
.

そ
こ
で
こ
の
勉
強
す
る
時
間
と

遊
ぶ
時
間
に
つ
い
て
、

「も
っ
と
時

川
が
ほ
し
い
か
」
附
い
て
み
ま
す

ル」

《
勉
強
す
る
時
間
v

も
っ
と
ほ
し
い

ほ
し
く
怠
い

三
一

%

六
二
%

〈
遊
ぶ
時
間
〉

も

っ

と

ほ

し

い

六

三

%

ほ

し

く

な

い

二

三

%

と
な
っ
て
お
り
、
約
六
訓
の
子
供
が

「勉
強
す
る
時
間
は
ほ
し
く
主
い
が
、

遊
ぶ
時
間
が
ほ
し
い
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
J

弔
問
盤
や
、
け
い
こ
ご
と

に
ど
の
制
度
通
っ
て
い
る
の
か
と
い
い

ま
す
と
.

マ
学
習
塾
に
通
う

全
体
の
三
六
%
、
週
二
四
回

マ
け
い
ニ
ご
と
に
通
う

全
体
の
=
一
O
%
、
週
二
二
回

と
な
っ
て
お
り
、
寸
遊
よ
時
間
が
ほ

し
い
」
と
い
う
子
供
た
ち
の
戸
が
聞
こ

え
る
よ
う
で
す
。

趣昧にあっ芝生活を

子
供
た
ち
は
、
大
人
に

な
っ
た
ら
ど
ん
な
#
ら
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

男
女
と
も

「趣
味
に
あ

っ
た
暮
ら
し
を
し
た
い
」

が
依
も
多
く
、

一一
一
制
を
占

め
て
い
ま
す
。

次
い
で
、

「金
持
ち
に
な
ら
な
く

て
も
消
く
正
し
く
お
'りし

た
い
」

二

二

%

「社
会
の
た
め
に
な
る
よ

う
な
こ
と
を
し
て
れ
枯
ら
し

E~~ófI.U.~掴øj'薗

将来の
職業

小
学
生
は

中
学
生
は

子
供
た
ち
は
、
大
人
に
な

っ
た
ら
ど
ん
な
収
業
に
つ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
.

男
女
別
に
み
た

n
希
望
職
業
ベ
ス
ト

.
フ
ァ
イ
ブ
。
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
男
子
v
①
野
球
選
手
七
%
②
会
祉

只

(サ
ラ
リ
ー
マ
ン
)
六
%
③
尚
防
総

U
U

(

家
業
を
継
ぐ
を
含
む
)
六
%
め
液

術
者
(
五
%
)
⑤
一公
務
員
(
四
%
)

〈
女
子
v
①
保
母
、
幼
稚
園
内
先
生

二

四
%
)
②
先
生
(
小
・中

川

校

)

一
O
%
③
事
務
日

(O
L
)
五
%
③
お

縫
婦

(五
%
)
③
商
脂
経
J
U
(
家
業
を

継
ぐ
を
含
む
)
五
%

た
だ
し
、
学
年
差
に
よ
っ
て
か
な
り

"*e元2000:牢の私の生活d

'11l 
国際児童年記念

児童画コンテスト

久保田智君 (刊2)が特選

「
入
選
し
て
パ
リ
へ
行
号
つ
よ
」

。
と
今
年
小
学
校
を
卒
業
す
る
絹

川
小
六
年
生
全
員
が
楽
し
い
夢
を
託

し
て
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
応
募

し
た

「間
際
児
弛
年
記
念
、
国
際
児

盟
函
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
園
内
都
張
結

果
が
発
表
さ
れ
久
保
田
智
君
が
見

こ
と
特
選
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
こ
と
し
の

国
際
児
抵
年
を
記
念
し
て
ユ
ネ
ス
コ

(国
連
教
育
科
学
文
化
機
構
)
、
ユ

ニ
セ
フ
(
国
連
国
際
児
草
救
済
基
金
)

た
い
」

二

O

%

、
な
ど
と
な
っ

て
お
り、

「金
持
に
な
リ
た
い
」
(
七

%
)
『
有
名
に
な
り
た
い
』
(
五
%
)

は
、
ぐ
っ
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
は
、

「
い
い
人
と
結
婚
し

て
楽
し
く
μ
ザ
り
し
た
い
し
が
男
子
五
%

な
の
に
対
し
て
、
女
子
は
そ
の
四
倍
近

い
一
八
%
と
、
大
き
な
ち
が
い
を
日比
せ

て
い
ま
す
。

逆
に
「
金
持
ち
に
な
り
た
い
L

で
は

女
子
が
四
%
で
す
が
男
子
は一

O

%

と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
.

( 8) 
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「
野
外
選
手
L

『
，
怯
訳
出
川
事
包
門

L
L

の
パ
ラ
つ
き
が
目
立
つ
の
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
山
内
子
町
場
合
、

小
学
校
五

年
生
で
は
圧
倒
的
に

「野
球
選
手
」
で

す
が
、
中
学
三
年
生
に
な
る
と
上
位
は

技
術
者
、
会
社
貝
、
公
務
ね
な
ど
で
占

め
ら
れ
、

「野
球
選
手
」
は
大
き
く
後

追
し
ま
す
。
半
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

よ
り
現
実
的
に
な
る
た
め
で
し
ょ
‘
ヲ
.

宜
子
の
場
合
も
、
「
保
母
、
幼
稚
図

的
先
生
」
が
小
学
五
年
時
で
は
断
然
ト

ソ
プ
(
一

七
%
)
で
す
が
、
中
学
三
年

に
な
る
と
約
半
分

{九
%
)
に
減
り
、

か
わ
っ
て

「事
務
員
」

(O
L
)
が怖唱

え
、
両
者
が
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
g

な
ど
が
主
催
し
て
，
紀
元
二

0
0
0年

同
私
的
手
活
H

と
い
う
テ

l
?
で
世
界

各
国
内
十
二
歳
以
下
町
子
ど
も
た
ち
か

ら
絵
闘
を

rJ品
。
八
十
七
ヵ
閣
が
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
、
各
国
内
で
の

審
査
を
経
た
十
点
〈
特
選
〉
が
パ
リ
の

ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
送
ら
れ
、
悶
際
コ
ン

テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま

L
Pも
日
本
で

は
全
国
四
十
七
都
道
府
県
か
ら
二
万
八

千
九
百
十
二
占
も
の
応
募
が
あ
っ
た
と

い
フ
。久
保
問
者
向
作
品
は
、
ロ
ケ
y
ト
や

太
陽
町
階
、
大
き
な
博
物
館
の
あ
る
遊

園
地
で
大
ぜ
い
の
子
ど
も
が
楽
し
そ
う

に
遊
ん
で
い
る
的
影
を
描
い
た
と
い
う

が
、
山
明
念
に
も
特
質
に
は
も
れ
た
も
の

の
特
選
部
門
的
。
日
本
ユ
ニ

セ
フ
協
会

会
長
引
u
を
受
賞
。
特
設
十
点
i

と
特
選
八

十
占
が
日
本
航
三
越
本
庖
で
一
般
に
公

開
さ
れ
ま
し
た
.

五
月
一
目
、
細
川
小
奥
崎
校
長
か
ら

表
彰
状
と
金
メ
ダ
ル
を
手
渡
さ
れ
た
久

保
田
君
は
大
喜
こ
び
。

極
小
町
六
年
生

十
二
人
は
、
担
任
向
山
寺
利
雄
先
生
町

指
導
で
、

二
年
間
に
二
十
凶
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
延
べ
五
十
八
人
的
受
日
者
を
出

し
全
只
が
受
賞
し
、
今
図
的
応
募
は
役

後
の
方
、あ
と
一
つ
は
ド
イ
ソ
の
「
国
際

ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
」
へ
応
募
し
た
も
の

が
未
発
表
と
い
い
‘
級
友
た
ち
は

「次

ぎ
は
西
ド
イ
ツ

へ
行
け
る
か
も
」
と
久

保
田
君
円
快
挙
に
拍
手
を
あ
び
せ
な
が

ら、

ま
だ
ま
だ
頑
悟
る
ぞ
と
い
う
芯
欲

を
み
せ
て
い
ま
し
子
、

( 9) 



町民ひろば口口地域的できごと、結題、 町政へ町意見、要望 。生活的知恵などをお許せください口口町民 Uろぽ

容
の
訪
れ
と

と
も
に
、
ハ
イ

キ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど
、

歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
向
野

外
活
動
が
活
発

と
な
り
、
例
年
、

こ
の
時
期
か
ら

事
故
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
昨

年
十
二
月
に
自

転
車
内
通
行
方

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て、

自
転
車
内
安
全
な
乗
り
方
向
指
導
と

整
備
点
険
等
の
徹
底
を
、
道
民
総
ぐ

る
み
で
強
力
に
推
進
す
る
巡
動
を
展

開
し
ま
す
。

町
で
も
春
の
交
通
安
全
運
動
に
向

け
、
四
月
二
十
六
日
か
ら
今
金
小
、

学
校
を
皮
切
り
に

「交
通
安
全
背
主

教
室
」
(
写
真
)
を
町
内
名
学
校
単
位

交通ルールを守り

自転車を安全に正しく乗ろう

広報 口口 お Lらせ ロロロ 広報 ロロ お Lらせ 口口 口 広報 ロロ ぉ Lらせ ロロロ 広報 口口 お Lらせ 口口

世悟な事故が尭2たしています.

釣りにお山かけ的障は、次のこ

とに註君して悲協な宜通事故を起

こさないよう お互いに安全組転

をWJJlfLましょ う.
b無理的な、¥印 とりある ;;-1画を

たてまし ょう.

b曜れ、眠気 を感じたら待避描専

安全な場所に且11をとめて休担を

bス ピ ド向山 し過ぎや、無理な

迂i且 Lは絶対にやめる。
b位相illi転は絶対にしな L、白

bシー トベルトは必ず占装しょう。
、わが家の戸イドルグ

引，JUI正道さんの 2別(拘jl.li:) 
隆ヨEらゃん 51.10.23生れ

r大爺ちぺんと小爺ちゃんには

必ませなことばてす前Lかけ、テ
レビ音楽町リズムにあわせてよ

〈制リ、散Jj;が大好きです」

写真募集中 3歳まで町ぉγさ
ん町日常的スナソプ巧U.をお市
せ〈ださい。 企画fiR保広報係

に
順
次
聞
出
し
て

「歩
行
者
や
自
転
車

内
正
し
い
紡
断
歩
道
的
渡
り
方
」

「自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
し
な
ど
に
つ
い

て
実
施
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地

域
や
家
庭
に
お
い
て
も
次
町
市
に
十
分

注
芯
し
、
事
故
的
防
止
に
努
め
て
下
さ

マ
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
的
使
同
町
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

夜
間
は
、
歩
行
者
も
自
転
車
に
乗
る

人
も
、
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
機

踏切りの事政防i上を

自動車の遥騒音はもちろん歩

行者も踏切り通行の際は、次の

ことを正しく守って安全な通行

をしましょう。

0踏切では必ず一時停比して、
左右の安全を確かめて力ら渡

りましよう。

0列車の速度は見かけより速い
ものです。 嘗報機を無視υだ
償断は絶対にやめましよう。

O踏切り上で車ガ動力怠く怠つ
たときは、まず 番先に列車

をとめる疋めの「信号炎管ガ

赤色旗〔燈)Jを円形に振りつ

つけてください。

よだ鉄国を
つ
け
て
自
動
車
に
知
h
せ
、
夜
何

事
故
か
ら
自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

V
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
お
年
寄
り
ゃ
幼
児

を
見
た
ら
赤
信
号
と
考
え
、

一
時
停

止
や
徐
行
を
す
る
な
ど
、
安
全
を
十

分
確
認
し
て
巡
転
し
ま
し
ょ
う。

ま

た
、
周
囲
町
方
々
も

「危
い
」
と
思

っ
た
ら
、
愛
町

一
声
を
か
け
、
み
ん

な
で
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
予
託
・
払
い
出
し

マ
金
原
老
人
ク
ラ
ブ

(代
表
三
上
侭

一

さ
ん
)
か
ら
五
千
円
を
盟
舟
困
ヘ

マ
米

安
か
お
る
さ
ん

(末
広
町
)
か
ら
車
椅

子
一
台
存
而
孟
吋
図
ヘ
マ
民
話
連
盟
今
金

支
部

(代
表
団
中

一
夫
さ
ん
)
か
ら
花

ご
ざ
十
五
枚
、
ス
タ
ン
ド
灰
皿
三
例
を

町
民
セ

ン
タ
ー
ヘ
マ
花
石
附
人
会

(代

表
加
藤
み
ど
り
さ
ん
)
か
ら

一
万
五
千

円
安
血
且
奔
悶
ヘ
マ
鈴
岡
婦
人
会

(代
表

回
刈
子
か
ほ
る
さ
ん
)
か
ら
三
千
円
を

光
町
里
学
園
へ

-安全なつりを串しもう

[> iui i皮が山ていたり.凪が強い日

のつりは最も危険です.出かけ

る耐に天気予報をたしかめ、;[!.~

化のき ざしがあるときは、胆、い

きって中11:しましょう .

b噛づりは且元が不安定です。且

措や地j彩、沖~Iの iAEtl. ?，:~挫に住

意するとともに、 一 人て

なL、ようにしまし主う @

bつり船に踊るときは定員を守り

必ず故命111-1'衣をつけましょう .
b水産資i/f，iを開祖するため組組、

日航、肱f.(~ をみだりに掠捕しな

い。ごみくずは持ち帰る。

.身体障害者運揖割引柾を鹿止

従来パス辿'"訓引の際、身体断

書者手帳の51示と来111区/:IJを記入

した制づ1l1iEによ って訓引きれてい

ましたが、昭和54年 5月 1日から

身体陣出者手帳を呈示するだけで

「日 tiH~ ~スに限り山l ヲ J ít正を 1~~ .I I:L 
J、'7.、羽i1ti)fj凹.;I ;き 才1ることになり
ましアニ.

宮④ 5011

E ④ 5321 

E②0221 

官②0324

.6月四休日 当番医
3日 北住山間r.ill医院
JO日 北桧山町間保病院

17日 今金肝阿保哨院

24日 今金町日山崎院

圃釣りシーズンの宜通事誼防止を

海釣り、 "1釣りのためJIIで山か

けることが多〈なります.例年

的 りyーズンには、棋連lなスケジ

ユ ルが限固でヲE{l}者多数を刊ιう

‘ある自のあなた'ー写).，をさしあげます.

圃悔蹟匹目更新手闘はお忘れなく

国民随服保険町世保険者直Eは 4

Hに新しくなり、千件りーも去ってい

ますが、まだ更新していない方が

掛院窓口でみうけ られます_ 5月

か句は新幌険証でなければ保険町

時付が受け句れません..af，s.'.役場
国保係で手続き〈ださい.

-国民年金の現況届を忘れずに

国民年金町陣容年金.母子年金

高崎年金などを'立けている方は

時年 5丹羽 目までに ‘匝l民年金受

給拙者現況厄l検を拠出することに

なっていま-;-0 

この届け:Q~は、生存町帥臨 1" 
院内現状、生問状悦などをは ~liL し

6月以降同年金支舶を決めるため

の大切なものです o JUI日までに必

ずる量出 して〈ださい。 もしJUI日ま

でに提出 しないと、 6月以陣(9 

月JUJ支給分}から受けられな〈む

列車妨害事故をふせごう

Oi'JJ児、小学生を線路{古近で遊
ばせないでください。

0線路内は絶対!こ歩力芯い。踏
切り道以外の線路横断はしな

い。 <国鉄長万部保線区〉

~"~ 左・右・確かめて

ヘ主幹
(10) 

母
校
の
子
供
た
ち
に
お
寿
司
の
フ
レ
ゼ
ン

圃醐・⑨⑧⑧⑧⑮
生石 39をと 子「
従小歳経函供に
に中 ー i~ 館た ぎ
す学 写 し市ちり
し校其て赤にた
をを ふ信い 111 '-凡 て
プ訪制IJる辿わ の
レれ 11安町 つ 本
ゼ、が達で τ物
7高是警長E字
。児のんよさ'?し
草花 lirJ を

~ノ

函
館
で
す
し
庖
経
営
の
安
達
さ
ん

置理軍軍謂君・

2 

自
己
紹
介
の
し
か
だ

初
対
面
何
人
に
自
己

紹
介
を
す
る
と
き
、「わ

た
く
し
、

O

O
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」

と
、
自
分
的
拙
と
輸
業
を

述
べ
る
の
が
普
通
で
し
ょ
う
。(
職
業
を

省
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。)

こ
の
と
き
、

「わ
た
し
し
よ
り
も
、

「
わ
た
く
し
」
と
改
ま
っ
た
言
葉
を
つ

か
う
方
が
丁
寧
で
よ
い
と
忠
い
ま
す
。

自
動
車
税
が
改
正

函
館
陸
運
事
務
所
mu内

(波

山

桧

山
支
庁
)
の
来
用
車

・
ト
ラ

Y
7
Eパ

ス
な
ど

(軽
自
動
車
を
除
く
)
内
保
有

台
数
は
、

昭
和
五
十
四
年
三
月
末
現
夜

で
十
四
万
七
千
台
で
、
五
年
前
に
比
べ

る
と
実
に
一
六
倍
に
な
り
ま
す
。

こ
と
し
か
ら
自
動
車
税
的
統
率
が
改

正
さ
れ
‘

H
家
用
車
で
平
均

一
O%
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
‘
特
別
円
相
雪
地

安
達
さ
ん
は
三
十
年
春
に
花
石
中

寺
￥
業
、
す
し
職
内
腕
を
み
が
い
て

四
十
八
年
に
独
立
。

以
来
、
函
館
で

何
回
も
社
会
福
祉
地
認
で
の
す
し
慰

問
に
参
加
し
「
一
度
は
母
校
の
子
供

た
ち
に
も
食
べ
さ
せ
よ
う
」
と
昨
年
、

凶
月
に
よ
う
や
く
実
現
さ
せ
‘
今
年

で
二
回
目
的
訪
問
。
給
食
肉
出
な
い

土
昭
日
に
と
凹
月
二
十

一
日
に
地
元

の
同
級
生
向
山
下
定
雄
さ
ん
に
協
力

し
て
も
ら
い
約
六
十
人
分
を
に
ぎ

り
あ
げ
た
。
生
活
改
普
セ
ン
タ
ー
に

集
っ
た
子
供
た
ち
は
、
色
と
り
ど
り

の
ネ
タ
を
使
っ
た
先
班
の
す
し
を

一

つ
づ
っ
大
切
そ
う
に
舌
つ
づ
み
を
打

ち、

「お
い
し
い
な
あ
」
と
思
い
が
け

な
い
ご
馳
走
を
た
ん
の
つ
し
て
い
た
。

寸
申
す
し
は
「
一
三
一口
う
」
の
謙
譲
垣
間
で
す
。

「
勤
め
て
お
り
ま
す
」
は
、

「勤
め
て

い
ま
す
」
よ
り
へ
り
下
っ
た
言
い
方
で

す
。「お
願
い
い
た
し
ま
す
」
を
「
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
言
え
ば
、
も
っ
と

丁
寧
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
自
己
紹
介
も
よ

く
見
か
け
ま
す
。

わ
た
し
、
}

l

i

「
と
雷
い
ま
す
。
}

ぼ
く
、

」
〈
〈
(
で
す
。

}

O

O
に
勤
め
て
い
ま
す
.
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

こ
れ
は
、
あ
ま
り
気
の
泣
け
な
い
相

手
町
場
合
か
、
若
者
ど
ヲ
し
の
場
合
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
.

相
手
が
ず
っ
と
目
下
で
も
多
数
で
あ

る
場
合
は
、
丁
出
'
な
自
己
紹
介
の
し
か

た
を
す
る
の
が
普
通
で
す
。

帯
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
今
金
町
の

登
鈍
自
動
車
に
つ

い
て
は
、

自
動
車
税

が
お
よ
そ
七

・
五
%
軽
減
さ
れ
て
い
ま

す
.
た
と
え
ば
、
制
気
訟
が
千
五
百
血

を
こ
え
る
も
の
の
自
動
車
税
は
、
改
正

に
よ
り
三
万

一
千
九
百
十
同
町
税
額
で

す
が
、
豪
雪
地
帯
で
は
一
一
万
九
千
三
百

二
十
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
千
五
百

田

以
下
で
は
二
万
五
千
五
百
円
で
す
。

自
動
車
税
の
納
期
は
毎
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〕-1
 
〔

ります.

.商輯統計間査仁ご協力を

辿組告の r54年商業杭it'1-r制点」

世 6) 1 1日現在で全国いっせいに

災地き札 ます。

この制査は ‘商業何回勢i町村h

といわれるも町で、わが国内岡山

円分布状出や岨完活動的民態及υ
耐品町全国 il~J な流通北配などを ゆl

らかにするため、企図的iI:1I'.N.盤、

小売業および飲食出;を叫んでいる

すべてのl的腐を対説に行います。

i別査は、辺倒I<'_Jo;から任命された

商業別車以が、それぞれ町商防を

直接肪unし、 1閣査J'，'{に記入してい
ただいて回収するという方法で行

います.醐査諜は統計法により雌

1Ilに掛官が守られますので、1E概

な巾告にご協力〈ださル、.



主
婦
の
パ

l
ト
と
税
金

一
峨

一

一
間

一

日
取
近
、
主
婦
の
方
が
パ

l
lで
働
く

喝
A
u
が
多
い
よ
フ
で
す
が
、
こ
の
パ
ー

ト
に
よ
る
収
入
と
所
得
続
的
関
係
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

マ
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合

パ
ー
ト
収
入
に
よ
る
所
得
は
、
通
常

給
与
所
得
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
パ

ト
的
年
収
か
ら
給
与
所
得
技
除
を
長
し

一判
明
悩
臨
乃

f
'

l
H、
』
圃
「

…
魚
浦
市
び
一

一

am泌
樹

引
い
た
残
飯
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
ご
主
人
の
所
得
税
を
計
労
す
る
と

き
に
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

給
与
所
得
住
除
は
、
年
収
臼
二
十
五

万
円
ま
で
は

一
作
に
h
十
万
同
と
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
パ
ー
ト
収
入
に
よ
る

所
仰
二
4
万
円
と
い
う
の
は
‘
収
入
に

な
お
す
と
七
十
万
円

(一

ヵ
月
約
五
万

八
千
三
百
円
)
と
な
り
、
こ
の
制
以
下

で
あ
れ
ば
、
夫
の
所
得
か
ら
配
偶
者
控

F 

除
を
品V
A

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
パ
ー
ト
収
入
に
税
金
が
か
が
る
場
合

主
婦
の
パ
ト
収
入
が
七
十
万
円
よ

り
多
く
な
り
ま
す
と
、
配
仙
者
控
除
が

受
け
ら
れ
な
く

4
っ
た
り
、
主
婦
自
身

の
パ

l
卜
収
入
に
も
所
得
税
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

収
入
が
い
く
ら
に
な
る
と
税
金
が
か

か
る
か
は
、
そ
の
人
が
受
け
ら
れ
る
所

科
抑
除
の
金
制
に
よ
っ
て
泌
い
ま
す
が

例
え
ば
、
法
礎
控
除
だ
け
と
い
う
場
合

に
は
、
パ

ー
ー
に
よ
る
所
得
が
二
十
九

万
円
を
越
え
る
と
所
得
税
が
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

パ
ト
収
入
に
よ
る
所
得
と
い
う
の

は
、
給
与
所
得
控
除
を
差
引
い
た
後
の

金
額
で
す
か
ら
所
得
二
十
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